
　新しい年を迎え、ご挨拶を申し上げます。岡山県作業療法士会会員の皆様にとって、2023年が健康で幸福な1年

になることを心から祈念申し上げます。岡山県の作業療法/作業療法士の飛躍の年になることを、大いに期待した

いと思います。また、平素から県士会活動にご協力をいただいております会員、賛助会員、関係諸団体の皆様に

心より感謝申し上げますとともに、本年も引き続きご支援ご鞭撻を賜りますようお願い申しあげます。

　年頭にあたり、2022年を振り返り、2023年の活動について、述べさせていただきます。2022年は、前年に引き

続きコロナ対策を継続し、県士会事業のほとんどがZoomを用いた研修会、会議等となりました。コミュニケー

ションがとりにくい状況にもありながら、十分な成果を出していただきました。3月の岡山県作業療法学会はWEB

開催として2回目となりました。多くの会員の日々の実践の発表を参加者全員で共有することができました。6月

には、総会において、監事1名の交替がありましたが、現行組織を継続して運営していくことを承認いただきまし

た。現県士会理事会の2期目を迎えることができました。また、時期が前後しますが、自動車教習所協会との協定

を結ぶこともできました。かねてからの事業の継続が互いの信頼を生み、形になったものと思っています。さら

に、協力関係をより強固なものとしつつ、自動車運転に関する作業療法士の専門性を発揮していただきたいと思

います。他にも、認知症支援事業、放課後児童クラブへのコンサルテーション事業、細かい事業を挙げるときり

がありませんが、それぞれ重要な事業として取り組んでおります。また、2年ぶりに、公明党の政策要望懇談会の

開催もあり、岡山県作業療法士連盟の協力のもと要望事項を伝えてきました。

　2023年は昨年の事業の継続はもちろん、新たな事業も予定しています。秋には、理学療法士会・言語聴覚士会

との協働で、岡山県地域包括ケアシステム学会学術大会を運営することとなっております。2025年に向け加速度

的に学術的にも実践的にも準備・経験を高めていく必要があります。多くの会員の積極的な参加を期待します。

さらに、昨年来、施設代表者の方を通じて、情報発信をしておりますが、

「施設代表者会議」の発展的方向として、「県士会の支部制の導入」を準備

中です。今年はさらに、準備を進めたいと思います。作業療法と作業療法士

の将来のために、何一つ不要な事業はありません。一つ一つ大切に事業の展

開をしていきたいと思います。

　日本に作業療法士が誕生して、間もなく60年になろうとしています。岡山

県作業療法士会は1200名の作業療法士が会員として登録されていますが、社

会から専門職として求められる要求、つまりは作業療法の本質を正確に患者

や対象者へ提供しているのだろうかと考え込むことがあります。県士会によ

る様々な事業を通して、正しく作業療法を提供し、作業療法と作業療法士を

ますます盛り上げていただきたいと思います。

　会員の皆様のご理解とご協力をお願いしたいと思います。

岡山県作業療法士会

会長　西出　康晴

2023年　謹賀新年
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予告動画

学術部精神障害部門研修会
令和 4 年 9 月 11 日（日）に『精神障害にも対応した地域包括ケアシステムに寄与する作業療法士のあり

方について』というテーマで研修会を行いました。学術部精神障害部門では 2年前から『地域』をテーマに

入れながら研修内容を検討して参りました。しかし、なかなか地域包括ケアシステムに精神科の作業療法士

が参画できていないのが現状です。今回の研修会では、病院にて臨床家として活躍されながら、日本作業療

法士協会制度対策部にも所属されている共和病院の朝倉起己先生をお招きし、両面の視点からご講演頂きま

した。研修会では具体的に作業療法士が何をすべきなのかを示されており、興味深く聞かせて頂きました。

それは特別なことではなく、対象者の望む生活を明らかにし、適切な標準化された評価尺度でアセスメント

を行い、作業療法計画を立案・実践することでした。私自身、地域包括ケアと聞くとハードルが高いと考え

ていましたが、今回の研修会に参加することで、少し身近なものとして感じることができました。

学術部精神障害部門 片尾勇人

あいサポーター研修会報告
「あいサポーターになってあいサポート運動を推進しましょう」をテーマに、令和 4 年 9月 17 日～10月 2

日にかけて、動画配信であいサポーター研修を開催いたしました。この期間に 84 名の県士会員が研修を受

け、岡山県から「あいサポーター」に認定されました。来年度以降もあいサポーター研修を開催いたします

ので、ぜひ皆さんもあいサポーターの認定を受けましょう。      

事業部 部長 古澤潤一

いきいきふれあいフェスティバル ブース出展

10 月 16 日、倉敷市水島緑地福田公園にて、3 年ぶりの第 29 回倉敷健康福祉まつ

り『いきいきふれあいフェスティバル』が開催されました。新型コロナ感染拡大以

降、地域イベントへの県士会ブース出展は 3 年ぶりでした。今回は「イベントでの

飲食が禁止」などこれまでとやや異なる開催形態となりましたが、参加者は想像以

上に多く、県士会ブースにも 200 人以上が訪れました。県士会ブースの内容も参加

者との接触を減らせるよう、「作業療法クイズ」や簡易的な「ストループテスト」の

体験を主として作業療法に関する相談や、パンフレット配布などを行いました。

今後も、徐々にイベントが再開されると思いますので、社会情勢に合わせた啓発

活動を行っていきたいと思います。   広報部 アピール部門 谷 有人

認知症アップデー研修報告
開催日時：令和 4 年 11月 20 日（日） 9:00～14:40 （オンライン研修）

内  容：認知症に関する疫学や BPSD について、アセスメント、GP 報告など

今年度の認知症アップデート研修は 17 名の先生方にご参加いただきました。質疑応答の時

間もあり、有意義な研修会となりました。今年度の認知症アップデート研修は広報を重視し、

ポスターと予告動画を作成して会員の皆様へ研修会の情報を広く発信いたしました。予告動画

はまだ視聴可能ですので、この機会にぜひご覧いただき、認知症支援委員会の活動を知ってい

ただければと思います。               認知症支援委員会 大森大輔

  

第 1 回子ども地域支援委員会研修会
この度、3 年ぶりに放課後児童支援員と作業療法士とで合同事例検討会を令和 4 年 11 月 22 日に開催（オ

ンライン研修）しました。県士会員 20 名、放課後児童支援員他 28 名の方に参加頂き、お互いの視点を参考

にし合いながら、事例を通じてアセスメントや支援方法についてより幅広くかつ深く学び合いました。

＜県士会員の感想＞

・指導員の方々の意見や視点をたくさん聞くことができ、非常に勉強になった。

・児童クラブでの困りごとや事例に関して、環境的な問題も大きいことを改めて感じた。

・研修会のグループワークは全員が発言でき、活発な意見交換の場となって良かったと思った。

・多数の児童クラブの悩んでおられる子どもについて知ることができた。似通った課題の子どもでも、クラ

ブ内の人数や環境、特性によって支援方法を選択する必要があると感じた。

活動報告
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予告動画 

＜放課後児童支援員の感想＞ 

・自分たちの学童の中での困りごとを相談することができて良かった。また、いろいろアドバイスをいただ

き、自分たちの学童でも報告をし、明日の学童に役立てようと思った。 

・OT の先生が、学童の子たちにやわらかい眼差しを向けてくださっているのもひしひしと感じて嬉しかっ

た。皆さんの発表を聞いているだけでも、たいへん勉強になりました。 

・今している支援、手立てが正しいのか、この先どのような支援をしていったらいいのか教えて頂き、支援

の見通しができた。 

・OT の先生とお話しする機会がなく、とても良い時間だった。今困っている事に対して、的確に指導して頂

き、また今学童でしている対応でも良いのだと確信でき安心した。他のクラブの方との交流についても、ク

ラブでできていないことがあり参考になった。改めて、事例検討が大切だと感じた。 

子ども地域支援委員会 森川芳彦 

 

 

第 35 回岡山県作業療法学会開催のご案内 
 

第 35 回岡山県作業療法学会を Web にて開催いたします。詳細は決まり次第（一社）岡山県作業療法士会ホ

ームページに掲載いたしますのでご確認下さい。開催約一ヶ月前より参加受付を開始する予定としています。

皆さまのご参加をお待ちしています。 

日 時：2023 年 3 月 19日（日）  学会形式：Web 学会 

テーマ：岡山県作業療法士会の伝統と革新（仮） 

実行委員長：牧 卓史（さとう記念病院） 

お問い合わせ先：第 35回岡山県作業療法学会 実行委員会 e-mail：okayamaot35@gmail.com 

 

 

 

 

第 2 回 子ども地域支援委員会研修会（WEB） 
この度、保育士さんと作業療法士とで合同事例検討会（グループワーク形式）を企画しました。保育士さん

から発達の気になる子どもさんについて悩みごとを聞き、お互いの視点を参考にし合いながら、アセスメント

や支援方法についてより幅広くかつ深く学び合いましょう。皆様のご参加をお待ちしております。 

テーマ：『保育士-作業療法士の合同事例検討会』 

日 時：2023 年 2 月 1 日(水)19:00～21:00  形 式：Zoomによるオンライン研修 

参加費：県士会員 1,000 円    岡山以外の中国地区 4県 OT 1,000 円 

上記以外の他府県 OT 2,000 円  他職種（保育士など） 2,000 円 

非会員 OT 6,000 円       学生 500 円 

締 切：2023 年 1 月 19日（木） 

 

GP 報告会研修会 
日 時：2023 年 2 月 4 日（土）9：00～12：40 

形 式：Zoom オンライン会議 

内 容：認知症の方に対する作業療法実践事例の報告とグループワーク 

領域や経験年数を問わず、多くの会員の参加をお待ちしております。GP 報告会について案内

の動画を作成しております。以下の QR コードよりご覧いただき、ぜひ GP 報告会について知

っていただければと思います。 

 

学術部老年期部門研修会 

テーマ：多職種で関わる心不全 

日 時：令和 5 年 2 月 7 日（火）19 時 00 分～21 時 30 分（受付：18時 30 分～） 

研修会案内       
 

学会案内       
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対象者：岡山県作業療法士会会員、その他興味のある方 

講 師：寺井 竜平 先生（薬剤師）   所属：（一社）岡山県薬剤師会 常務理事 

    神野 俊克 先生（作業療法士） 所属：川崎医科大学附属病院 

締 切：令和 5 年 1 月 24 日（火） 詳細は HP にてご確認ください。 

 

学術部身体障害部門研修会） 
テーマ：よくわかる高次脳機能障害のリハビリテーション  

－臨床における評価・治療のポイント－【仮】 

日 時：2023 年 2 月 26日（日） 

講 師：竹田 和也先生（金田病院） 

内 容：高次脳機能障害に関する基礎的な知識や評価・治療のポイントについてアプローチ方法について 

オンライン講義の形式で説明します。詳細はホームページにてご確認ください。 

 

医療と地域を繋ぐ移動支援 自動者運転に対する関わり（応用編） 

 今年度は応用編と題しまして、県内・県外で積極的に実車講習を行っている先生方から、自動車教習所での

実践を具体的に学べる研修会を企画いたしました。皆様の地域で教習所での実車教習を必要とする対象者はい

ませんか？また，教習所利用で悩むことはないでしょうか？本研修会を通じてそのような悩みが解消され、よ

りよい自動車運転支援が可能にとなるような研修会となっています。皆さまのご参加をお待ちしております。 

日 時：令和 5 年 3 月 18 日（土）9時 30 分～17時 50 分  

開催方法：Zoom による Web 開催 

内 容： 

1.教習所との連携の実際Ⅰ（仮題）      講師：原大地 先生（前橋赤十字病院） 

2.教習所との連携の実際Ⅱ（仮題）        講師：生田純一 先生（中伊豆リハビリテーションセンター）

3.教習所へ行くまでの準備          講師：酒井英顕 先生（倉敷市立市民病院） 

4.教習所での実車教習からフィードバックまで 講師：山本良太 先生（岡山リハビリテーション病院） 

5.教習所利用後の病院でのフィードバック   講師：山本昌和 先生（岡山旭東病院） 

参加費：中国地方 4 県士会会員 2000 円、非会員 8000 円 

    中国地方 4 県士会以外の OT・PT・ST 　3000 円 教習指導員・介護支援専門員 無料 

     ＊（一社）日本作業療法士協会のポイント対象研修となります（2 ポイント） 

締 切： 令和 5 年 3 月 11 日 

申込方法：岡山県作業療法士会ホームページからお申し込みください。 

 

 

 

 

令和 4 年度 WEB 公開講座（動画配信）のお知らせ 
コロナ禍においても作業療法推進活動を進めるため、今年度も WEB公開講座（録画による動画配信）を行っ

ています。今年度の WEB 公開講座は動画本数を増やし、また以前皆様にご協力いただいた、作業療法フェステ

ィバルのアンケート結果を参考にして作成いたしました。詳細は 9ページのチラシをご参照ください。 

 会員の皆様には、多くの方々に作業療法を知っていただくため WEB公開講座のアピールをお願いします。ま

た、県士会員の皆様をはじめ各施設のスタッフの方々や養成校の学生さんにもご視聴いただければ幸いです。 

 

あいサポート団体認定への取り組みについて 
 「あいサポート」とは、「愛情」の「愛」、私の「Ｉ」に共通する「あい」と、支える、応援する意味の「サ

ポート」を組み合わせ、障害のある人を優しく支え、自分の意志で行動する（ちょっとした手助けをする）こ

とを意味しています。  

 「あいサポート運動」とは、様々な障害の特性を理解して、障害のある方が困っていることに対して、ちょ

っとした手助けや心くばりなどを実践することで、誰もが暮らしやすい地域社会（共生社会）の実現をめざし

事業部からのお知らせ       
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ていく運動です。この運動を実践する方を「あいサポーター」といいます。あいサポート運動は、平成 21 年

11 月に鳥取県で創設されました。岡山県もこの運動の趣旨に賛同し、平成 28 年 1 月に鳥取県と連携協定を締

結しました。 

あいサポート運動の趣旨は、平成 28 年 4 月に施行された障害者差別解消法の目的にも合致しており、岡山

県でも「あいサポート」の輪を広げていきたいと考えています。（岡山県ホームページより）岡山県作業療法

士会では、岡山県の「あいサポート運動」の趣旨に賛同し、あいサポート企業・団体への認定申請を行うこと

となりました。 

 今後、岡山県作業療法士会では、あいサポーター研修の開催とホームページや広報誌を通じて、あいサポー

ト運動の輪を広げる取り組みを行っていきます。会員の皆様も「あいサポート」の輪を広げる運動にぜひご協

力ください。                                  

 

「高次脳機能障害者の運転再開に向けた講習実施要領」について 
 （一社）岡山県作業療法士会と（一社）岡山県指定自動車教習所協会との間の協定に基づき、各指定自動車

教習所で実施する講習について、必要な事項を定める「高次脳機能障害者の運転再開に向けた講習実施要領」

を作成しました。 

この実施要領は、高次脳機能障害者の中で一定の要件を満たし、自動車の運転再開を希望する者に対し、医

療機関が安全な運転再開の可能性を医学的観点から検討する上での参考とするためのものです。 

 今後、この実施要領の理解と周知を図るため説明会を開催いたします。日程等につきましては、改めてお

知らせします。岡山県下で高次脳機能障害者の運転再開に向けた取り組みを行っている医療機関・施設の作

業療法士すべての方に説明会へ参加していただきたいと考えています。ご理解ご協力の程よろしくお願いい

たします。                                  

事業部部長 古澤潤一 

 

 

 

 

学術誌「作業療法おかやま 32 巻」発行について 

  

学術誌「作業療法おかやま」は、32巻から 1 月発行に変更になりました。今回の特集

は「With コロナ時代の作業療法」です。コロナ患者への支援や高齢者、精神障害者、行

政における市民への支援という各領域で活躍している作業療法士の苦労と奮闘ぶりが

記された内容となっています。未曽有の混乱を経て築き上げた With コロナ時代の作業

療法、そしてこの経験を糧にさらに発展していく After コロナ時代の支援に向けた作業

療法士の指針となること間違いありません！また、今年度からメディカルオンラインで

も電子配信されていますので、こちらからもお気軽に閲覧できます。ぜひご利用くださ

い。                      学術誌編集部門 大野宏明 

 

 

 

 

あいサポート運動は岡山県が実施している運動です。 

「あいサポート」とは「愛情」の「愛」、私の「I」に共通する「あい」と支える、応援する意味の「サポート」

を組み合わせ障害のある人を優しく支え、ちょっとした手助け（＊）をすることを意味しています。 

「あいサポート運動」とは様々な障害の特性を理解して障害のある方が困っていることに対して、ちょっとし

た手助けや心くばり（＊）などを実践することで誰もが暮らしやすい地域社会（共生社会）を目指していく運

動です。 

＊ちょっとした手助けや心配りの例 

 ・困っていそうな人を見かけたら「何かお困りですか？」と声を掛けてサポートする 

 ・ご高齢の方やお身体の不自由な方に公共交通機関で席を譲る 

 ・必要と思われる方にヘルプマークを紹介する 

あいサポート運動を広げよう     
 

学術誌発行       
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（岡山県ホームページより） 

（一社）岡山県作業療法士会は、「あいサポート運動」の趣旨に賛同し、あいサポートの輪を広げる

活動を行っています。 

 

 

 

 

 
『飛び出せ！作業療法士 ～放課後児童クラブでの活動～（前半）』 

 
岡山県作業療法士会では平成28年度より、岡山県学童保育連絡協議会と連携

し、岡山県内の放課後児童クラブ（以下、児童クラブ）の放課後児童支援員（以

下、支援員）に対して、コンサルテーションでの支援を行う事業を開始されまし

た。 

今回、この事業へ参加している、鶴藤彩先生（放課後等デイサービス　がく）

に作業療法の取り組みの様子について竹原（広報部）が伺いましたので、新年号・

春号に分けてお伝えさせて頂きます。 

 

 竹原：「今日は宜しくお願いします。鶴藤先生は、作業療法士 12 年目で、児童

クラブでもご活躍されているとお聞きしました。コンサルテーションとはどのようなことをされているので

しょうか？」 

 鶴藤先生：「児童クラブでのコンサルテーションでは、現在はコロナ禍なので、感染状況に合わせ、県士

会が定めた感染対策を十分に行った上で現地訪問、またはオンラインで対応しています。児童への直接的な

介入ではなく、支援員さんを介した間接的な介入を行っています。主な内容としては、支援員さんに対し

て、対象児童の特性・支援方法・環境調整のアドバイスをしています。訪問後には、毎回報告書を作成・送

付し、支援員さんの日々の支援に役立ててもらっています。また、保護者の方や、保護者の許可があれば学

校等の関連機関へもお渡し頂き、情報共有をしています。」 

 

竹原：「実際に現場へ訪問する頻度や支援員さんに対してどのような指導をされているのですか？」 

鶴藤先生：「児童クラブ１か所につき年に３回訪問をしています。私は、現在２か所の児童クラブへ訪問

しています。ある児童クラブでは、15 時頃に訪問して１～２時間程度、対象児童の様子、周囲の他児との関

わり、支援員さんの関わり方、児童クラブの環境などを観察しながら、日々の様子を見学します。見学後

は、１～２時間程度支援員さんとミーティングを行い、OT 視点で気付いた内容やアドバイス等をお伝えして

います。また、支援員さん達が日々の支援で困っていること、子供達の様子で気になること、保護者の方か

らの相談事などがあれば、これらの点についても一緒に検討しています。」 

 

竹原：「仕事の魅力を感じるのはどういった時ですか？」 

鶴藤先生：「支援員さんに OT の視点が加わることで、対象児童への理解や関わり方が変化し、結果的に対

象児童に良い変化が見られた時、少しでも支援員さんの力になれて良かったなと思う瞬間の１つです。ま

た、対象児童の good point も、積極的にお伝えすることを大切にしています。支援員さんに限らずです

が、気になる子供達に対して、ネガティブな一面は着目しやすいと思います。ですが、回数を重ねるうち

に、支援員さんから子供達のポジティブな一面の報告も増えることもあり、支援員さん達の良い気付きに繋

がっているなと感じられます。その他に、支援員さんに良い変化が見られることで、他児にも良い変化が生

まれるときがあります。他児も、対象児童に対する理解が深まることで、６年間一緒に過ごす仲間の１人と

して、皆でもっと楽しく過ごすにはどうすれば良いか？を子供達自身で考え実行する場面も度々見られまし

た。支援員さんと一緒に感動したのをよく覚えています。長いところでは今年で７年関わっている児童クラ

ブがあります。支援員さん達が、今までの知識と経験を活かし、毎年卒業生や新入生でメンバーが大きく変

わっても、応用的に支援されている場面を見られた時も嬉しかったです。対象児童を含めた集団が成長して

いく様子を、支援員さん達と一緒に長い目で見守れることも魅力に感じています。」 

春号に続く・・・ 

 

鶴藤先生  

ちょっと一息・・・     
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2022年度第 3回理事会抄録

日時:2022年 9月 22日(木) 19：00～20：30  場所：岡山県作業療法士会事務局 Zoomシステムによる Web 会議 

○全会員数 1164 名 入会 11名 退会 3 名  9月 13 日現在

審議事項 

◎事務局  

・強制退会について、会員 1 名、期限までに入金が

なかったため県士会を強制退会とする処理を行いた

い。 →承認。  

・理事会資料等のクラウド管理について、Teams を

使用し管理していきたい。 →再検討。  

・議事録の作成について、担当者で審議事項、報告

事項を議事録用に作成し、理事会開催後 10日までに

提出としたい。 →承認  

・賛助会員規定の改定について、第 1 条、2条、3 条

の改定を行いたい。 →一部修正にて承認。

ただし、修正部分を再度理事に確認。  

◎中国支部リーダー養成研修会 

・グループワークの内容に合わせて、参加の理事及

び部員の選定を次回理事会にて行う。 →承認。 

◎広報部 

○ニュース発行部門 

・HP 更新依頼について、掲載内容の修正・追加は、

毎月 15 日までに広報部に依頼内容を提出。 →承認  

・Twitter登録のスライドを研修会開始前や休憩時

などに流して頂きたい。→承認  

・著作権物使用のガイドラインを設けたい。 

→再検討 

◎認知症支援委員会 

・GP 事例集を研修会参加の会員へ配布したい。 

→再検討　著作権の問題があるため同意書の見直し 

から行う。 

◎子ども地域支援委員会 

・放課後児童クラブ-作業療法士連携事業について、

コロナ感染状況が減少傾向のため 10 月より現地訪問

したい。 →承認 

報告事項 

◎会長 

・9月 10 日開催、協会 47 委員会の報告。。 

・今年度の事業進捗状況表を各理事へ配信する。各

部局の状況の報告依頼があった。 

◎事務局  

・新役員の登記完了の報告。  

・活動実施手順を更新した為、各部、委員会の運営

において新しい手順を確認し処理を行う。 

◎MTDLP 普及推進委員会 

・8月 28 日 MTDLP 基礎研修会（Web研修会）開催 

参加者 26 名 

・11月 27日 MTDLP 指導者養成勉強会（Web 研修

会） 開催予定。 

 

◎学術部 

○学術誌編集部門 

・作業療法おかやま第 32巻の特集原稿の進捗状況に

ついて、5名の著者から原稿を受理し修正中。 

・投稿原稿の進捗状況について、現在 2本の投稿が

あり、査読作業中。 

・7月 27 日 研修会（Web 研修会）開催 参加者 20

名（会員 18名、他県の士会員 2 名） 

○精神障害部門 

・9月 11 日 研修会開催 参加者 24名 

◎広報部 

○ニュース発行部門 

・広報誌 秋号 10月 15日発行準備中。 

 新年号 1月 15日発行。締め切りは本誌 11 月 24

日。 

・OG 技研様の作業療法広報ポスター掲示について、

広報誌、Twitter、施設代表者メールにて会員に伝え

る。 

○アピール部門 

・山陽新聞広告記事について、9 月 25日朝刊にて掲

載予定。 

・倉敷市「いきいきふれあいフェスティバル」 10

月 16日開催予定。 

・玉野市「元気が一番展」 10月 29日-30日開催予

定。 

◎事業部 

・8月 3 日 （一社）岡山県指定自動車教習所協会

と話し合いを実施。締結記念の写真撮影を行い

Twitter にて様子を掲載した。 

・8月 25 日 岡山県介護支援専門員協会との合同研

修会開催。受講者 97 名（OT32名、介護支援専門員

65 名） 

・2022年度公開講座（Web 配信）の 10 テーマが決

定。11月 1日、県士会 HP に掲載予定。 

◎臨床実習指導者養成委員会 

・12月 3、4日 第 2回臨床実習指導者講習会（岡

山講習会・Web 研修会）開催予定 定員 70名  

◎認知症支援委員会 

・11月 20日 認知症アップデート研修会（Web 研修

会）開催予定 

◎子ども地域支援委員会 

・11月 22日 第 1 回子ども地域支援委員会研修会

（Web 研修会）開催予定。 

・2月 1 日 第 2 回子ども地域支援委員会研修会

（Web 研修会）開催予定。 

・放課後児童クラブ-作業療法士連携事業について、

児童クラブ 22 クラブ、指導 OT17 名、育成 OT21 名参加。

理事会抄録    
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 ・市町村の子育て支援課に子ども地域支援委員会の

チラシ、研修会情報、OT協会のパンフレットを送

付。 

◎地域包括ケア推進委員会 

◯研修班 

・1月 22 日 応用研修会（Web 研修会）開催予定。 

◯岡山県リハビリテーション専門職団体連絡会 

・リハ職同士の地域連絡会（Web） 開催予定。 

・9月 20 日 山口県防府市と岡山県リハ団体で交流

会（Web 開催） 

・10 月開催予定としていた、全県下の市町村担当者

との意見交換会は、企画準備の影響で延期。今年度

中に行う予定に変更。 

・10月 16日 第 1回 SU 研修会（Web研修会）開催

予定 

◯OT 協会 

・10月 29日～30 日ハイブリット研修会が開催可能

か検討中。 

◯地域包括ケアシステム学会 

・9月 24 日 第 7 回地域包括ケアシステム学会学術

大会 川崎医療福祉大学にて開催予定。テーマは

「地域リハビ 

リテーションで支える住民の健康づくり」 

◯3委員会合同委員会 

・2月 19 日 指導者養成研修会（Web研修会） 開

催予定 

・自動車運転、フレイル、腰痛膝痛についてサロン

で使用できる資料を作成中。 

次回理事会  11月 17日   

 

 

重要(お願い）登録情報の確認・修正について 
岡山県作業療法士会における会員の皆様の登録情報の管理は、日本作業療法士協会会員管理システムに

て管理(1 本化）しています。登録情報の確認・修正は、日本作業療法士協会ホームページの会員ポータル

サイトよりお願いします。登録情報に誤りがある場合、発送物が届かなくなる可能性もございます。会員

情報(付帯情報)の入力が完了しておられない方は必ず登録をお願いします。 
発送について 
日本作業療法士協会の発送区分に従い送付する事となりますのでよろしくお願いします。 

岡山県作業療法士会の入会・退会・休会について 
岡山県作業療法士会ホームページの入会・退会・所属変更をご参照下さい。 

休会については、日本作業療法士協会を休会されると、自動的に県士会も休会になります。休会を希望さ

れる方は、日本作業療法士協会のホームページをご参照ください。 

年会費について 

会員年会費:１０,０００円 

新入会員　：１１,０００円(年会費＋県士会入会金１,０００円) 

原則、全会員が自動引き落としでの会費徴収となります。まだ、申し込みをされていない方は至急申し

込みをお願いいたします。申し込み用紙を紛失された方は事務局までご連絡ください。 

会員増加により会費の処理業務も大変になっています。ご協力をお願いいたします。 

※自動引き落としの申し込みをされていない方は 3 月末までに入金をお願いします。定款規約第 10

条第 1 号の 3 項に基づき、2 年未納の方は除名になるおそれがありますのでご注意ください。 

振込先 中国銀行 奉還町支店 普 １９２１６７１ 

一般社団法人岡山県作業療法士会 代表理事 西出康晴 

研修会参加費について 

該当年度の会費未納者は研修会参加費が非会員扱いとなっています。 

自動引き落とし申し込み済者は会員扱いとなります。研修会へ参加される 1 週間前の時点で入金が 

確認できない場合は、非会員扱いとなりますのでご注意ください。 

    
  

事務局長：藤川 信  万成病院 県士会専用 TEL ０８６－２５６－２７０１ 

              FAX ０８６－２５６－２７０２                       

E-mail  okaot_jim@okayama-ot.or.jp 

 

事務局より    
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（一社）岡山県作業療法士会主催

『新型コロナウイルス感染症に対する作業療法』
講師：川崎医科大学附属病院　作業療法士　竹原脩一郎 氏

令和4年度WEB公開講座（動画配信）
日頃から、（一社）岡山県作業療法士会の活動につきましてご理解、ご協力を賜りありがとうございます。 

毎年開催しています公開講座を、今年度は動画配信で一般の方々を対象に開催いたします。 
作業療法士が活動する分野から、以下のテーマを無料配信いたします。

《動画QRコード》

配信期間：令和4年11月1日(火)～令和5年10月31日(火)
テーマ１

『障がい者の自動車運転支援！～作業療法士による支援～』
講師：岡山旭東病院　作業療法士　山本昌和 氏

《動画QRコード》

テーマ2

『がんを通じてその人らしさに寄り添う～作業療法士の視点から～』
講師：倉敷第一病院　作業療法士　大形篤 氏

《動画QRコード》

テーマ3

『「働きたい」を実現する就労支援～作業療法士の視点より～』
講師：株式会社ハートスイッチ　作業療法士　千葉由香里 氏

《動画QRコード》

テーマ4

『作業療法の紹介』
担当：川崎医療福祉大学　作業療法士　平田淳也 氏 《動画QRコード》

5-1

『作業療法の紹介　～身体障がい編～』
担当：津山第一病院　作業療法士　井上拓人 氏 《動画QRコード》

5-2

『作業療法の紹介　～精神障がい編～』
担当：慈圭病院　作業療法士　妹尾洋明 氏 《動画QRコード》

5-3

『作業療法の紹介　～老年期編～』
担当：しげい病院　作業療法士　村下佳 氏 《動画QRコード》

5-4

『作業療法の紹介　～発達障がい編～』
担当：倉敷成人病センター　作業療法士　有田幸平 氏

《動画QRコード》

5-5

スマートフォン・タブレットの方は、視聴されたいテーマのQRコードを読み取り、ご視聴ください。 
パソコンから視聴される方は、岡山県作業療法士会のホームページの最新情報から「WEB公開講座の
ご案内」をクリックし、ご視聴されたいテーマのＵＲＬからご視聴ください。 
動画配信サイト「アメポケ」からもご視聴いただけます。 いずれも費用は無料で、事前申し込みも必
要ありません。
 ■WEB公開講座に関するお問合せ 
　(一社）岡山県作業療法士会　事業部　公開講座班 （担当：井上）Email:koukaikouza.ot@gmail.com

動画視聴方法

『作業療法の紹介　～教育・研究・企業・行政編～』
担当：川崎医療福祉大学　作業療法士　徳地亮 氏

《動画QRコード》

5-6

新型コロナウイルス感染症は、世界的なパンデミックに発展し、日本においても深刻な問題となっています。 
今回は日々の業務の中で行っている感染対策や、新型コロナウイルス感染症の患者さんに対するリハビリテーションについて、
作業療法士の視点でお話しさせて頂きます。

病気やケガをされ、身体機能や認知機能に障害をおった場合、その後の生活に大きな影響を与えるのではないでしょうか？ 
本講座では脳卒中や脊髄損傷を中心に、作業療法士の自動車運転支援について紹介します。

がん・緩和ケアの作業療法について皆様はご存じですか？ 
作業療法士の視点だけでなく、当事者やご家族の視点も踏まえて、「その人らしさに寄り添う作業療法」についてわかりやすく
お話をさせて頂きます。

様々な障害をもたれていて「就職がなかなか決まらない」「離職・転職を繰り返している」「復職を目指したい」という方は
いませんか？ 
今回は、障害のある方に対する就労支援について作業療法士の視点でお話をさせて頂きます。

『
作
業
療
法
の
紹
介
シ
リ
ー
ズ
』

『がんを通じてその人らしさに寄り添う～作業療法士の視点から～』『がんを通じてその人らしさに寄り添う～作業療法士の視点から～』

（一社）岡山県作業療法士会　会長　西出康晴 氏『ごあいさつ』
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作業療法士募集
■採用人員　…作業療法士（正職員）若干名
■採用年月日…令和5年4月1日より
■受験資格　…昭和38年4月2日以降に生まれた方
　　　　　　　作業療法士免許取得者、および令和4年度資格取得見込み者

住所：岡山県瀬戸内市邑久町山田庄845-1
電話：0869-22-1234（代）　9時～17時（平日のみ）
担当：和氣（mail:t-wake@city.setouchi.lg.jp)

瀬戸内市立瀬戸内市民病院

医療法人明芳会 佐藤病院 

病床数 ９３床 一般病棟 ５１床（地域包括ケア病床４１床） 療養病棟 ４２床 

職種：作業療法士 
 

 

問い合わせ先 

医療法人 明芳会 佐藤病院　〒702-8053 岡山県岡山市南区築港栄町２－１３ 

086-263-6622　　担当：総務部 藤原　　https://www.sato-hp.com 

 

基本給 200,000 円 ～ 260,000 円

＊住宅手当：10,000円（条件あり）

賞与：年2回 年間3.8か月（昨年度実績）  

休日：週休2日制　※入職月に有給を付与

8時30分 ～ 17時30分　※週40時間のローテーション制 

明神町リハ・整形クリニック
令和５年５月開業予定のリハビリテーション（脳卒中リハ）と整形外科のクリニック

●作業療法士 常勤職員１名　　●基本給：230,000～290,000　　●資格手当：10,000
●8：30～12：30 14：00～18：00　　●水、土は午後休診

連絡先：開業前のため以下の開業準備室で対応します。
住所：720-0073 広島県福山市北吉津町２丁目5-7　社会保険労務士法人ペルソナ内明神町リハ・整形クリニック開業準備室

TEL 084-925-8359　　FAX 084-921-4531　　メール persona@cpost.plala.or.jp

一般財団法人 倉敷成人病センター
募集内容

■職種：作業療法士（小児分野における作業療法、運動器リハビリテーション等）
■募集人数：正職員2名　■基本給：202,100～（精勤手当含）　■賞与：年2回　年間5.0ヵ月（昨年度実績）
■勤務時間：8：30～17：30　■休日：完全週休二日制　■年間休日数：118～123日
■応募書類：履歴書・職務経歴書・作業療法士免許のコピー
■問い合わせ先：人事課採用担当宛　〒710-8522　岡山県倉敷市白楽町250　■電話番号：086-422-2111
■ホームページ：https://www.fkmc.or.jp/
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橋本義肢製作（株）は、
おかげさまで創業80年を超えました。
　　　　　　　(1940年　昭和15年　創業）

今までの技術を残しながら、
新しい技術や知識を積極的に取り入れ、
新しい分野を今以上に創造できるよう、
努力いたします。
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岡山市北区津島東4-19-27
駐車場完備

岡山大学

ナビ薬局

理大正門

������������ ������������
岡山市北区庭瀬498-2

駐車場完備

吉備小
ファミリー
マート

吉備
郵便局

⬅倉敷

吉備中

庭瀬
交差点

NTT
162

聖武福祉会
一般社団法人

想
い

理
念

法人代表は作業療法士で、

重度の障がいがある兄と一緒に過ごす中で

本当に必要と感じた福祉サービスを提供したい

という想いで創業しました。

事業拡大に伴い、随時スタッフ募集中です。
児童福祉・障害福祉にご興味のある方はお問合せください。

会
社
の
理
念
と
し
て
、

ス
タ
ッ
フ
の
健
幸
の
上
で
、

産
前
・
産
後
ケ
ア
か
ら
亡
く
な
る
ま
で

一
貫
し
て
福
祉
サ
ー
ビ
ス
提
供
が
で
き
る
よ
う
、

今
後
様
々
な
事
業
展
開
を
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

他の事業所ではリハビリスタッフ1人のところが多いですが、当事業所は複数名リハビリスタッフがおり、一緒に学びながら療育をすることができます。

14

一般社団法人　岡山県作業療法士会ニュース　No.1322023年1月15日発行



15

一般社団法人　岡山県作業療法士会ニュース　No.132 2023年1月15日発行



本部
〒710-1101 倉敷市茶屋町2102-14
TEL.086-420-1500㈹

倉敷市茶屋町2104-1　TEL.086-420-1500㈹　www.heart-swich.com
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東洋羽毛中四国販売株式会社 岡山営業所

〒700-0845 岡山県岡山市南区浜野4-3-37 0120-224711
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賛助会員

A 会員
吉備国際大学 作業療法学科

医療法人 万成病院

橋本義肢製作株式会社

株式会社 アール・ケア

株式会社 リスコ

訪問看護ステーション タウンサークル

株式会社 創心會

就労移行支援 ハートスイッチ

オージー技研株式会社

一般社団法人 聖武福祉会

B 会員
株式会社 舟木義肢

株式会社 オアシスジャパン

東洋羽毛中四国販売株式会社岡山営業所

ノーイン株式会社

株式会社 アークリード

岡山県作業療法士会ホームページ

http://www.okayama-ot.or.jp

最新情報・研修会詳細などは、

ホームページをご覧ください。

◇編集後記
ホームセンターや 100円ショップに出かけると、様々な便利な道具を目にします。人は道具と共に生きる

と言われるように、古くは石器時代に始まり、産業革命、IT 革命へと移り変わる中で人々の生活も変化して

きました。そして今はロボット、AI の時代です。生活を支援する作業療法士も、道具の変化と共に自らをア

ップデートすることが必要なのかもしれないと感じつつ、気付けば足を止め新しい道具を手に取ってしまい

ます。                                        （H.K.）

一般社団法人岡山県作業療法士会ニュース 年 4回発行(1、4、7、10 月)

◇求人広告 1/4頁 2500円 1/2 頁 5000 円 （詳細は HP もしくは広報部 杉本まで）

発行人：西出康晴

発行所:〒700－0071岡山県岡山市北区谷万成 1-6-5 万成病院内 一般社団法人岡山県作業療法士会事務局

TEL 086-256-2701 FAX 086-256-2702

印刷:ノーイン株式会社

投稿先：〒702-8053 岡山市南区築港栄町 2-13 佐藤病院 杉本 努

  TEL 086-263-6622 FAX 086-264-6769 E-mail okaotnews@hotmail.com

一般社団法人 岡山県作業療法士会 令和 4 年 11 月 16 日現在

会員数 1167 名

公式Twitter

登録はこちらから
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